
「
か
ら
ま
っ
ち
ゃ
う
！
」

「
難
し
い
！
」

糸
紡
ぎ
に
悪
戦
苦
闘

結
城
紬
の
「
糸
取
り
」（
絹
糸
の

手
紡
ぎ
）
で
伝
統
工
芸
士
に
認
定

さ
れ
て
い
る
塚
原
ア
イ
さ
ん
が
、

真
綿
を
た
ぐ
っ
て
絹
糸
を
細
く

細
く
紡
い
で
い
く
。
塚
原
さ
ん
を

絹
義
務
教
育
学
校
の
４
年
生
が
ぐ

る
り
と
取
り
囲
み
、
そ
の
指
先
を

じ
っ
と
見
つ
め
る
。

次
に
、
塚
原
さ
ん
に
コ
ツ
を
教

わ
り
な
が
ら
自
分
た
ち
で
や
っ
て

み
る
と
、
と
て
も
塚
原
さ
ん
の
よ

う
に
は
い
か
な
い
。

太
く
て
不
均
一
な
糸
を
手
に
、

安
田
心
太
郎
く
ん
は
「
ふ
ー
！　

思
っ
て
い
た
よ
り
、
ず
っ
と
難
し

い
！
」
と
嘆
息
す
る
。
実
体
験
を

通
し
て
、
子
ど
も
た
ち
は
紡
ぎ
手

の
、
経
験
に
裏
打
ち
さ
れ
た
手
わ

ざ
の
妙
を
実
感
し
た
よ
う
だ
。

小
山
市
立
絹
義
務
教
育
学
校
は

平
成
29
年
に
、
栃
木
県
初
の
小
中

一
貫
校
と
し
て
小
山
市
立
福
良
小

学
校
、
梁
小
学
校
、
延
島
小
学
校

と
絹
中
学
校
が
統
合
さ
れ
て
開
校

し
た
。

本
校
の
特
色
は
、
９
年
間
か
け

て
実
施
さ
れ
る
「
ふ
る
さ
と
学
習
」

で
あ
る
。
地
場
産
業
の
重
要
無
形

文
化
財
で
伝
統
的
工
芸
品
の
絹
織

物
、
結
城
紬
の
す
べ
て
の
生
産
工

程
を
体
験
す
る
。
結
城
紬
を
テ
ー

マ
に
据
え
た
「
ふ
る
さ
と
学
習
」

は
、
統
合
前
の
福
良
小
学
校
で
始

ま
っ
た
も
の
だ
。
ふ
る
さ
と
の
優

れ
た
伝
統
文
化
の
理
解
と
尊
重
、

継
承
、
さ
ら
に
は
日
本
人
と
し
て

の
自
覚
と
誇
り
を
育
む
教
育
と
し

て
、
統
合
後
の
小
中
一
貫
校
で
は
、

さ
ら
に
後
期
課
程
で
の
学
習
も
加

え
て
採
用
さ
れ
た
。

子
ど
も
た
ち
は
養
蚕
（
１
～
２

年
生
）
か
ら
始
め
て
、
繭
か
ら
の

真
綿
づ
く
り
（
３
年
生
）
、
糸
紡

ぎ
（
４
年
生
）
、
絣

か
す
りく
く
り
（
絣
模

様
を
つ
く
る
た
め
に
絹
糸
を
木
綿

糸
で
縛
っ
て
染
ま
ら
な
い
箇
所
を

つ
く
る
作
業
）と
染
色（
５
年
生
）
、

そ
し
て
機
織
り（
６
年
生
）と
、
結

城
紬
を
一
か
ら
自
ら
の
手
で
つ
く

り
上
げ
て
い
く
。
指
導
す
る
の
は
、

も
ち
ろ
ん
地
元
の
結
城
紬
の
担
い

手
た
ち
だ
。

さ
ら
に
後
期
課
程
（
中
学
）の
７

年
生
で
は
結
城
紬
の
着
物
を
着
付

け
し
て
、
着
心
地
を
体
験
。
８
～

９
年
生
は
、
蚕
の
餌
と
も
な
る
桑

の
葉
や
枝
を
用
い
て
和
紙
、
和
菓

子
づ
く
り
を
行
う
な
ど
、
９
年
を

この度の「博報賞」受賞
は、市内初の受賞であ
り、義務教育学校開校２
年目の快挙であります。
おやまの宝「本場結城紬」
教材で、おやまを愛する
ふるさと学習を実践され
た地道な教育実践が認め
られての栄えある賞の受
賞、誠におめでとうござ
います。地域の文化と伝
統を最大限に活かし、地
域の人々との協力を賜
り、子どもの発達段階に
合わせて、教育課程を展
開して教育成果を挙げて
いただきました。これか
ら求められる小中一貫教
育のモデル的な展開に深
く感謝申し上げます。こ
の受賞を誇りにしていた
だき、他校のよき模範と
してご活躍されることを
御祈念申し上げます。

栃
木
県
小
山
市
教
育
委
員
会
　
酒
井 

一
行 

教
育
長

通
し
て
地
場
の
伝
統
産
業
を
体
験

し
て
い
く
。

子
ど
も
に
郷
土
の
誇
り
を
、

未
来
の
後
継
者
の

育
成
に
も
期
待

５
年
生
で
は
染
色
の
体
験
学
習

を
す
る
。
自
分
た
ち
が
３
年
生
の

時
に
作
っ
た
真
綿
に
、
青
、
赤
、

黄
の
染
料
を
か
け
て
染
め
て
い

く
。
こ
れ
を
指
導
す
る
の
は
地
元

で
１
３
０
年
続
く
染
色
店
の
５
代

目
、
大
久
保
雅
道
さ
ん
。
大
久
保

さ
ん
は
こ
の
「
ふ
る
さ
と
学
習
」

が
始
ま
る
以
前
か
ら
、
近
隣
の
多

く
の
小
学
校
で
藍
染
を
教
え
て
き

た
。
体
験
学
習
の
指
導
歴
20
年
の

大
ベ
テ
ラ
ン
で
、
工
夫
を
凝
ら
し

た
指
導
を
続
け
る
。

「
本
来
の
結
城
紬
は
糸
を
染
め
ま

す
が
、
子
ど
も
た
ち
が
紡
い
だ
糸

で
は
ば
ら
つ
き
が
あ
り
、
う
ま
く

染
ま
ら
な
い
。
そ
こ
で
真
綿
の
段

階
で
あ
ら
か
じ
め
染
め
て
し
ま
う

と
い
う
、
工
夫
を
思
い
つ
い
た
の

で
す
」

全
国
の
伝
統
産
業
は
後
継
者
不

足
が
深
刻
な
問
題
だ
が
、
結
城
紬

も
そ
の
例
外
で
は
な
い
。

「
ま
ず
染
色
を
知
っ
て
も
ら
う
と

こ
ろ
か
ら
始
め
な
い
と
、
将
来
の

進
路
の
選
択
肢
に
も
な
り
ま
せ
ん

か
ら
」

次
世
代
に
染
色
の
魅
力
を
知
っ

て
も
ら
い
た
い
と
、
大
久
保
さ
ん

は
指
導
に
熱
を
込
め
る
。

倉
井
克
之
校
長
は
、
こ
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
の
目
指
す
も
の
は
「
誇

り
」な
の
だ
と
語
る
。

「
結
城
紬
は
、
世
界
に
通
用
す
る

一
流
の
工
芸
品
で
す
。
し
か
し
、

時
代
の
流
れ
の
中
で
、
養
蚕
業
や

地
場
産
業
と
し
て
の
結
城
紬
を
め

ぐ
る
社
会
や
経
済
の
状
況
は
厳
し

い
の
が
現
状
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

子
ど
も
た
ち
に
は
、
伝
統
の
担
い

手
と
と
も
に
手
仕
事
を
体
験
す
る

こ
と
で
、
す
ば
ら
し
い
工
芸
品
を

生
み
出
し
て
き
た
郷
土
に
誇
り
を

持
っ
て
ほ
し
い
の
で
す
」（
倉
井
校

長
）。この

内
容
の
濃
い
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
は
、
地
場
の
伝
統
産
業
に
携
わ

る
人
々
の
理
解
と
協
力
が
欠
か
せ

な
い
。
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち

を
、
地
域
一
丸
と
な
っ
て
育
て
る

の
だ
と
い
う
熱
い
思
い
が
、
全
国

的
に
も
例
を
見
な
い
貴
重
な
活
動

を
支
え
て
い
る
。

４年生の真剣なまなざしを受けて、糸紡ぎの実演を披露する伝統工芸士の塚原アイさん（中央）。

栃
木
県 

◉ 
小お

山や

ま

市
立
絹き

ぬ

義ぎ

む務
教
育
学
校

日
本
文
化
理
解
教
育
部
門

色使いを真剣に考えながら染めていく。それぞれの作品に
は、児童の個性が表れる。

６年生は、養蚕から糸紡ぎなどこれまでの学びの総仕上げ
にあたる、機織りを体験をする。

5年生に染色の指導をする伝
統工芸士の大久保雅道さん。

「郷土に誇りを持ってほし
い」と語る倉井克之校長。

糸紡ぎに挑戦する4年生。実際にやっ
てみるとその難しさがよく分かる。

9年間を見通した
「ふるさと学習」による伝統文化を
尊重する児童生徒の育成
ユネスコ無形文化遺産「本場結

ゆう

城
き

紬
つむぎ

」は、すべての工程が手仕事でなされている。職人の指導のもと、
その工程の体験と発展的学習というユニークな取り組みに、博報賞（日本文化教育部門）が贈られた。


